
 

県関係団体経営改善計画（統一様式） 

１ 団体の概要（２０２６年４月１日現在） 

名 称 公益財団法人愛知県文化振興事業団 担 当 課 
県民文化局文化部 

文化芸術課 

所 在 場 所 名古屋市東区東桜一丁目 13 番 2 号 電   話 052-971-5610 

設立年月日 1992 年 4 月 1 日 代 表 者 理事長 水野 直樹 

設 立 目 的 各種の文化事業を行うことにより個性豊かな地域文化の振興を図り、世界に開かれた魅力ある愛知づくりに寄与する。 

主 要 事 業 芸術文化振興事業、文化活動支援及び芸術文化普及・啓発事業、文化芸術施設の管理運営 

We b サイト https://www-stage.aac.pref.aichi.jp/about/foundation.html 

 

２ 経営の状況 2020 年度決算 2021 年度決算 2022 年度決算 2023 年度決算 2024 年度決算 

正味財産 

増減計算書 

経常収益（千円） 1,480,004 1,635,948 1,722,530 1,712,143 1,962,897 

経常費用（千円） 1,511,731 1,607,582 1,755,453 1,712,206 1,900,007 

 うち県の委託に係るもの（千円） 1,467,366 1,561,592 1,705,012 1,670,265 1,850,855 

当期経常増減額（千円） △31,727 28,366 △32,923 △63 62,890 

当期一般正味財産増減額（千円） △31,740 28,068 △33,262 △317 62,572 

貸借対照表 

資産合計（千円） 2,473,455 2,585,420 2,550,651 2,735,344 2,675,237 

負債合計（千円） 377,259 461,152 459,586 644,506 521,736 

正味財産合計（千円） 2,096,197 2,124,268 2,091,065 2,090,838 2,153,500 

 うち一般正味財産（千円） 86,864 114,933 81,671 81,354 143,926 

県の関与の 

状況 

県からの借入金残高（千円） 0 0 0 0 0 

県からの補助金（千円） 25,874 28,269 27,999 28,980 29,780 

県からの委託料（千円） 1,230,062 1,215,841 1,102,749 1,198,120 1,346,113 

県からの損失補償に係る債務残高（千円） 0 0 0 0 0 

県からの債務保証に係る債務残高（千円） 0 0 0 0 0 

 

３ 役職員の状況（２０２５年３月３１日現在）  ４ 出資の状況（２０２６年３月３１日現在） 

常勤役員総数（人） 4  基本財産（千円） 2,000,700 

 うち愛知県退職者（人） 2   うち県出えん額（千円） 2,000,000 

 うち愛知県出向者（人） 1   割合（％） 100.0 

常勤役員１人あたりの平均報酬（千円） 8,541      

正職員総数（人） 33      

 うち愛知県退職者（人） 0      

 うち愛知県出向者（人） 10      

正職員平均年齢（歳） 43.7      

正職員 1 人あたりの平均年収（千円） 7,090      

 

５ 団体の役割と課題 

【役割】 

○ 芸術劇場の管理運営   

利用受付・許可や利用打ち合わせ、舞台の技術面・安全面でのサポート、当日の運営の相談対応・アドバイスなど、利用申し込みから

公演当日まで様々な業務を行う。 

○ 舞台芸術の創造・発信  

芸術文化事業（舞台芸術公演）、人材養成事業、普及啓発事業の3つを軸に、県内外の他劇場等と連携しながら、各種事業を展開する。 

○ 愛知芸術文化センターの管理運営等 

広報活動を行うほか、アートプラザの運営やアートスペースの利用許可、愛知県美術館を含むセンター全体の施設管理を行う。 

【課題】 

○ 観客及び劇場利用者の方々の安全・安心を確保した上で、ホスピタリティのさらなる向上に努めて芸術劇場利用率を上げていく必要が

ある。 

○ 事業実施のためには、自主財源の確保に努め、県内外の他劇場等と連携しながら、幅広く効果的な取り組みを展開していく必要がある。 

○ 愛知芸術文化センターを安全・安心で楽しく身近に芸術文化と接する場として利用していただけるよう工夫していく必要がある。 

○ 2027 年度から開始となるコンセッション事業（愛知芸術文化センターの建物管理及び芸術劇場の運営）において、センターの建物管理及び同劇

場の運営が円滑に行われるように、事業者との連携・協力を図っていく必要がある。 

 



６ 経営改善方針 （２０２６年度～２０３０年度） 

地域に多くの優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供することなどにより、魅力ある愛知づくりに寄与する。 

１ 2026 年度まで 

「指定管理業務仕様書」及び「指定管理業務の実施に関する計画書」に基づき、劇場が目指すべき方向を示すものとして愛知県芸術劇場のビジョ

ンとミッションを定めており、それらを着実に実行する。 

特に、次の事項に重点的に取り組み、その実施にあたっては、事業収入や助成金などの自主財源の確保や経費の効率的な執行に努める。 

○ 芸術劇場の管理運営   

国や県、全国公立文化施設協会などの指針に基づき、適切な安全・安心対策を実施の上で、観客の皆様及び劇場利用者へのホスピタリティ

に溢れた劇場運営を行う。 

○ 舞台芸術の創造・発信 

創造性・発信性に満ちた魅力ある舞台芸術公演の実現に努め、地域の将来を担う子どもに対する芸術普及活動に力を入れ、地域全体の文

化芸術に関する交流拠点となる劇場を目指す。また、県内外の他劇場との共同制作など、様々な連携に取り組む。 

○ 愛知芸術文化センターの管理運営等 

センター利用者の安全を第一に考えた防火・防災体制を整えるとともに、安心で快適に利用していただける施設環境の整備に努める。 

２ 2027 年度以降 

  2027 年度以降も、引き続き、センターの建物管理及び芸術劇場の運営を担えるよう、コンセッション事業者と連携・協力していくことに加え、地方劇

場同士のネットワークの構築を支えることで、互いに助け合いながら発展する仕組みづくりを進める。 

 

７ 主要事業・取組の内容 

主要事業・取組名 内容 （継続・新規の別、実施予定年度） 

芸術劇場の管理運

営 

○ 劇場利用者へのサポート向上（継続 毎年度） 

舞台技術の専門職員によって、舞台施設・設備の維持管理、劇場利用者との打ち合わせ、安全面・技術面でのサポート

等を公演当日まできめ細やかに行う。 

○ フロントマネージャーによる迅速・継続的な対応（継続 毎年度） 

フロントマネージャーが、主催者からの当日の運営の相談を受けアドバイスを行うことで、スムーズな公演の実施が行われ

るよう努め、委託業者と連携協力しながら、利用者及び観客の皆様に対するサービスを統括し、各ホールに関する情報や要

望を集約することで、迅速かつ継続的な改善・対応を行う。 

○ 利用サービスの向上（継続 毎年度） 

附属設備及び延長利用料金の後納やキャッシュレス決済の活用、申請手続き及び利用条件の緩和などを推進していくこ

とで、利用サービス向上を図る。 

○ 劇場利用者への満足度調査の実施（継続 毎年度） 

劇場利用者に、当劇場に対する評価や改善点などについてのアンケート調査を実施し、その結果を今後のサービス水準

の向上に生かしていく。 

○ 全国公立文化施設協会及び愛知県公立文化施設協議会への加盟（継続 毎年度） 

全国公立文化施設協会や愛知県公立文化施設協議会に加盟し、情報交換や研修会を行うことで、管理運営における課

題や問題点などの対応について研究し、管理運営に反映させていく。 

⇒  指標①：芸術劇場（3 ホール）の利用率 継続 

⇒  指標②：劇場利用者の満足度 継続 

舞台芸術の創造・

発信 

○ 質の高い世界的なダンス作品の創造・招聘・発信（継続 毎年度） 

愛知県芸術劇場における経験を活かし、劇場ダンスアーティストによる創作・上演・海外での再演や、世界的なダンス・カ

ンパニーの招聘上演など、質の高い世界的なダンス作品の創造・招聘・発信を行う。 

○ 実験的で多様な舞台芸術作品の企画・上演（継続 毎年度） 

日本を代表するダンスアーティストたちによるジャンル横断型舞台作品などの創作初演を行うとともに、Dance Base 

Yokohama との連携や、公募プログラムなど、多彩なラインナップを届ける。 

○ パイプオルガンを活かした公演・人材育成・普及教育事業（継続 毎年度） 

初心者からコアファンまで多様な観客に向けた特徴あるオルガン・コンサートを行うとともに、若手のオルガニスト養成事業

を継続して実施し、オルガン事業を更に充実させる。 

○ あらゆる人に芸術の豊かさを体験する機会を提供（継続 毎年度） 

小学生から高校生までの子どもたちを招待し、一流の作品に触れる機会を創出する「劇場と子ども 7 万人プロジェクト」を

継続して実施するとともに、都市の活性化、子育て支援、教育・多文化共生という社会課題に対する取組みも継続する。 

○ 国際芸術祭との連携（継続 3 年度ごと） 

国際芸術祭の事業について、企画制作等において協力していく。また、事業団主催事業についても国際芸術祭との連携

を図っていく。 

○ 他の劇場との連携（継続 毎年度） 

愛知県内の劇場のネットワークを活用し、劇場間の連携を深め、地域全体の文化芸術に関する交流拠点となる劇場を目

指す。また、県内外の劇場と、人材養成や共同制作などにおいて、様々な連携をしていく。 

○ アンケート調査の実施（継続 毎年度） 

主催事業来場者に、来場者の属性や公演等の評価・感想などについてのアンケートを実施し、その結果を今後の企画立

案、公演の運営、マーケティングに生かしていく。 

○ 自主財源の確保（継続 毎年度） 

適切な公演チケット料金を設定するなど、入場料収入の確保に努めるほか、文化庁を始めとする各種助成制度の情報収

集・研究及び賛助会員募集案内等を積極的に行い、自主財源の確保に努めていく。 

⇒  指標③：公演事業における入場者率 継続 

⇒  指標④：主催事業来場者の満足度  継続 

⇒  指標⑤：公演事業費に対する入場料収入及び外部資金の割合 財務指標 新規 



愛知芸術文化セン

ターの管理運営等 

○ 多様な情報発信（継続 毎年度） 

センターをより PR できるよう、情報紙「ＡＡＣjournal」及び情報サイト「ＡＡＣタイム」、芸文センターウェブサイトなどを工夫す

る。ＳＮＳなど各種媒体のさらなる効果的な活用を通じて、芸術文化に関連する情報をより広く提供していく。 

○ アートスペース利用者への満足度調査の実施（継続 毎年度） 

満足度調査の実施によりハード・ソフト両面におけるニーズや課題を把握し、施設利用サービスのさらなる改善に努めてい

く。 

○ 愛知県美術館との連携（継続 毎年度） 

センターの複合施設としての特性を生かし、愛知県美術館と連携した事業を実施するなど、センターの利用促進やにぎわ

いづくりを行う。 

○ 災害対応能力の向上（継続 毎年度） 

センター内で勤務するスタッフ（委託業者、テナント関係者含む）を対象とする「避難経路ツアー」を開催するほか、消防・

防災訓練及び防火・防災講習を継続的に実施するなど、災害対応能力の向上を図る。 

法人運営 ○ 事務事業の見直し（継続 毎年度） 

事務事業の見直しによる効率化・合理化に努めるとともに、事業内容・事務量に応じた組織の見直しや職員の配置を行う。 

○ コスト削減の徹底（継続 毎年度） 

事業の執行においては、常にコスト意識を持ち、徹底した削減に取り組む。 

○ 固有職員の登用（継続 毎年度） 

専門的知識、経験を有する固有職員を育成し、能力に応じて主要な役職へ登用していく。 

○ 人材育成計画の推進（継続 毎年度） 

2015 年度に策定した人材育成計画を推進し、OJT や Off-JT を通じた能力開発など、計画的な人材育成を行っていく。 

○ 基本財産の運用（継続 毎年度） 

安全で確実な運用を基本とし、国債、地方債等で運用をする。 

 

８ 指標と数値目標 （計画期間：２０２６年度～２０３０年度） 

年度 

指標 

２０２４ 

実績 

２０２５ 

実績 

２０２６ ２０２７ ２０２８ ２０２９ ２０３０ 

目標数値の説明 上：目標値 

下：実績値 

上：目標値 

下：実績値 

上：目標値 

下：実績値 

上：目標値 

下：実績値 

上：目標値 

下：実績値 

①芸術劇場（3 ホー
ル）の利用率（％） 
             

 継続 

85 ― 

86 以上     2021～2024 年度の実績を踏ま
え、前回計画の目標値（83％）の
３ポイント以上増を維持 ― ― ― ― ― 

②劇場利用者満足度 
（6 段階評価、最高 6） 

継続 
5.2 ― 

5.4 以上     2021～2024 年度の実績を踏ま
え、6 点満点の 90％で設定 ― ― ― ― ― 

③公演事業における

入場者率（％） 

      継続 

73 ― 
75     2021～2024 年度の実績を踏ま

え、前回計画の目標値（75％）を
維持 ― ― ― ― ― 

④主催事業来場者の

満足度（％） 

継続 

97 ― 
95 以上     2021～2024 年度の実績を踏ま

え、前回計画の目標値（95％）を
維持 ― ― ― ― ― 

⑤公演事業費に対す

る入場料収入及び外

部資金の割合（％） 

財務指標 新規 

72 ― 

70 以上     外部資金の積極的な導入を図る
ため、2021～2024 年度の実績を
踏まえ、目標値を新たに設定 ― ― ― ― ― 

≪指標・目標値設定の考え方≫ 

○指標①：大ホール、コンサートホール、小ホールについて、当該年度中の（全館休館日等を除く）利用可能日数のうち、実際に貸出し（利用）があっ

た日数の割合（利用率） を 3 ホールで平均した数値。 

○指標②：前年 12 月から当年 11 月までに大ホール、コンサートホール、小ホールを貸出しした者（主催者等）に、一斉にアンケート調査を行う。スタッ

フの対応、設備の状況等を「大変満足：6 点、満足：5 点、やや満足：4 点、やや不満：3 点、不満：2 点、大変不満：1 点」で評価してもらい、

その調査対象者数で平均した数値。 

○指標③：事業団が主催する事業（主催事業）のうち公演事業において、定員数に対して実際に入場した人数の割合を各事業で平均した数値。 

○指標④：事業団が主催する事業（主催事業）の来場者にアンケート調査を行う。公演の満足度を「まったくそう思わない」から「とてもそう思う」の 6 段

階で評価してもらい、「そう思う、とてもそう思う」を選択した人の割合を各事業で平均した数値。 

○指標⑤：事業団が主催する事業（主催事業）のうち公演事業において、事業支出全体に対する入場料収入及び指定管理料以外の外部資金（各種

助成金、企業からのサポートなど）の割合を各事業で平均した数値。 

 

９ 経営改善計画に対する県所管局の意見 

○公益財団法人愛知県文化振興事業団は、2014 年 4 月 1 日に愛知芸術文化センターの指定管理者となり、2019 年 4 月 1 日からの第 2 期指定管理

期間を経て、2024 年 4 月 1 日から第 3 期の指定管理期間に入っている。指定管理業務として、愛知県芸術劇場、アートプラザ、アートスペースの

管理運営と愛知芸術文化センター全体の施設管理を行っているが、2027 年 4 月 1 日からコンセッション方式を導入することに伴い、指定管理者で

はなくなるため、コンセッション事業者との連携等の調整を進めたうえで、団体の事業内容の見直しを行う必要がある。 

○一方、舞台芸術の振興に向けて、引き続き愛知芸術文化センターを拠点とした芸術創造機能の強化を図るとともに、質の高い自主制作の芸術文

化事業等を継続して県民の皆様に提供していくことも望まれる。 

○所管局として、団体自らが積極的に経営改善を推進するよう、経営改善計画に沿った事業の進捗状況を確認しながら、適切に指導、監督を行って

いく。 

 

 

 県において、センターの建物管理及び芸

術劇場の運営について、コンセッション方式

の導入が進められている（2026 年度の準備

期間を経て、2027 年度から本格導入）。 

 そのため、2027 年度以降の事業内容等に

ついて調整中であり、決まり次第事業団は

経営改善計画の見直しを行う。 


